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MELAS（Mitochondrial encephalopathylactic acidosis stroke－1ike episode）の病変拡大機
序に、ミトコンドリア機能異常に関連した酸化ストレスが関与しているとの仮説を明らかに
すべく研究を行った。
その結果、以下の点を明らかにした。
1）　3243に変異をもつ舵LAS患者のラジカルスカベンジャー（エダラボン）の病変拡
大に及ぼす臨床効果を検討し、使用例では病変拡大抑制効果が見られた。
2）　剖検脳を用いた免疫染色的手法により、対照群と比較し患者群では、核酸酸化的損傷
のマーカである8－OHdGの蓄積が見られたが、活性酸素除去酵素MnSODとDNA酸化的損
傷修復酵素Ogglの反応的増加は認められなかった。
これらの結果より、MELASの脳卒中様病変の拡大に、酸化ストレスの蓄積と防御機能不全が関
連している事を明らかにした。
本論文は、腱LASの病態及びその治療について新しい知見を与えたものであり、最終試験とし
て論文内容に関連した試験を受け、博士（医学）の学位論文に値するものとして認められた。
（平成21年8月26日）
